














































上記の【楽譜 1】のように，完全 1度から長・短 2度，3度，完全 4度，増 4度，減 5度，




例えば，ド ~ミの音程はド（1）レ（2）ミ（3）で 3度である。そして，ド ~レ，レ
~ミは共に全音の幅である。2全音でできた 3度は長 3度である。一方，レ ~ファは同

















































例えば，完全 5度が半音減ると減 5度になる。そして，この減 5度を半音増やすと（元
の完全 5度に戻るのだが）短 6度になると考えてしまう学生がいる。そのような間違えを
避けるのには，以下の様に完全音程と長・短音程を分けて図にすると良いかもしれない。
　　　  　←　半音減らす　　　 1・4・5・8度　 　　　半音増やす　→
完 全 音 程
⇔ 　 　 　 　 　 　 ⇔
重減音程　⇔　減音程　　　　　　　　　　　　　　増音程　⇔　重増音程
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しかし，その間が全音が 2つで半音が 1つで出来ているから完全 4度である，という事
が理解しにくようである。同様に，ロ音からヘ音までは，ロ（1）~ハ ~ニ ~ホ ~ヘ（5）
　　　　 ←半音減らす　　  　　2・3・6・7 度　　　 半音増やす→
　重減音程　⇔　減音程　⇔　短音程　⇔　長音程　⇔　　増音程　⇔　重増音程
　　　　   ←半音減らす　　　　  1・4・5・8度　　　　 半音増やす→
　重減音程　⇔　減音程　⇔　　　　完全音程　　　⇔　　増音程　⇔　重増音程
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で 5度であることは数えられるが，その間が，全音は 2つ（ハ ~ニ ~ホ）で半音も 2









































そして，全音と半音，短 2度・長 2度，短 3度・長 3度の違いを説明している。短 2度・
長 2度，短 3度・長 3度の違いの説明に半音の数を示している。つまり，短 2度（半音）・
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これをまとめると以下の【表 2】のようになる。まず，幹音だけで考えた時，半音の
数が 0個であれば完全 1度である。半音の数が 3個であれば短 3度である。半音が 9個
であれば長 6度である。注意が必要なのは，半音が 6個の時は，増 4度の時と減 5度の
時がある点である。
【表 2】
半音の数 0 1 2 3 4 5
完全 1度 短 2度 長 2度 短 3度 長 3度 完全 4度
   6 7 8  9 10 11







における音程が 3度の場合は短 3度と表から読み取れる。同じく半音の数が 3個であり，
幹音における音程が 2度の場合は，表の一つ上の欄になり，増 2度と読み取れる。同じ
く半音の数が 3個であるが，幹音における音程は 4度の場合は，表の一つ下の欄になり
重減 4度と読み取れる。同様に半音の数が 9個であり，幹音における音程は 5度の場合











半音の数 0 1 2 3 4 5
増 1度 重増 1度 増 2度 重増 2度 増 3度
幹音の音程 完全 1度 短 2度 長 2度 短 3度 長 3度 完全 4度
減 2度 重減 3度 減 3度 重減 4度 減 4度 重減 5度
6 7 8 9 10 11 12
重増 3度 重増 4度 増 5度 重増 5度 増 6度 重増 6度 増 7度
増 4度・減 5度 完全 5度 短 6度 長 6度 短 7度 長 7度 完全 8度
重減 6度 減 6度 重減 7度 減 7度 重減 8度 減 8度 重減 9度
 （以降複音程は上記の繰り返しになる。）
また，この考え方を幹音の音程から考えると以下の【表 4】のようになる。例えば，幹
音の音程が 6度あり，半音数（左欄）が 8個であれば短 6度であり，9個であれば長 6度，
10個であれば増 6度，11個であれば重増 6であるというように読み取れる表である。
【表4】　　　　　　　　　　幹音の音程
半音の数 1度 2度 3度 4度 5度 6度 7度 8度
 0 完全 1度 減 2度
1 増 1度 短 2度 重減 3度
2 重増 1度 長 2度 減 3度
3 増 2度 短 3度 重減 4度
4 重増 2度 長 3度 減 4度
5 増 3度 完全 4度 重減 5度
6 重増 3度 増 4度 減 5度 重減 6度
7 重増 4度 完全 5度 減 6度
8 増 5度 短 6度 重減 7度
9 重増 5度 長 6度 減 7度
10 増 6度 短 7度 重減 8度
11 重増 6度 長 7度 減 8度
12 増 7度 完全 8度
 （以降複音程は上記の繰り返しになる。）
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「音程」理解のための一考察
5. 学生諸君に
私は，音程をなかなか理解できない学生の状況や気持ちがよく分かります。私が小学
生か中学生の時に数名で楽典（音楽理論）を習う機会がありました。その頃の私は鍵盤
楽器を習った事がありませんでした。私以外は全員ピアノの個人レッスンを受けている
子どもたちでした。少し教わると，私以外は皆，長 3度とか短 3度とかの違いを理解し
ていました。何故，私だけが分からないのか，当時は分かりませんでした。高校生になっ
てから音大を目指すことに決め，ピアノや楽典も勉強しました。その結果，なぜ私だけ
が理解出来なかったのかが分かりました。私だけが鍵盤の配列，つまり白鍵と黒鍵の並
び方をなんとなくは知っていたが，正確に把握していなかったからです。その為，階名
に対し全音と半音が鍵盤上でどの様に並んでいるのかを本当には理解出来ていなかった
事が分かりました。以上のような私の経験から，学生諸君には鍵盤楽器に良く慣れる事
をお奨めします。指が思うように動かなくても，早く動かなくても慣れ親しんでいれば
動くようになります。慣れる事で音の順番も全音・半音の配列順も考えなくても分かる
ようになってきます。そこまでの努力はしなければなりません。その結果，「音程」も
よく理解でき，音楽理論全体が分かり易くなるはずです。そして，「器楽 1」で練習する
バイエルも，「教科教育法〈音楽〉」で弾かなければならない「歌唱共通教材」も弾ける
ようになるための努力・苦労がずっと少なくなるはずです。期待しています。
